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を
つなぐ

△つがいの鶴が羽を広げているような姿に見える鶴の舞橋は津軽富士見湖の湖面に美しく映し出されます。

　JR東日本「大人の休日倶楽部」のCMで全国的
に有名になった鶴田町の観光名所「鶴の舞橋」。
今や日本全国のみならず、海外からも観光客が訪
れ、鶴の舞橋を訪れる観光客は、前年度比約２．
４倍の約４万５千人（平成28年７～11月）です。
　この流れを止めることなく、この先もずっと、
多くの人々の心と記憶に鶴の舞橋をとどめておい
てもらうために、何が必要なのか、何が大切なの
か。それを考えるときが今訪れています。

　
鶴
田
町
に
あ
る
橋
と
い
え
ば
、

木
造
の
三
連
太
鼓
橋
と
し
て
は

日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
「
鶴
の

舞
橋
」
で
す
。
長
さ
は
、
全
長

３
０
０
メ
ー
ト
ル
。
樹
齢
１
５
０

年
以
上
の
青
森
産
ヒ
バ
７
０
０

本
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
木
の

温
も
り
が
感
じ
ら
れ
、
周
辺
の

自
然
環
境
や
景
観
と
調
和
す
る

造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鶴
の
舞
橋
の
高
さ
は
９
メ
ー

ト
ル
で
幅
は
３
メ
ー
ト
ル
、
勾

配
は
８
パ
ー
セ
ン
ト
。
鶴
田
町

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
付

近
か
ら
対
岸
の
富
士
見
湖
パ
ー

ク
ま
で
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
、
津

軽
富
士
見
湖
の
湖
上
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
橋
の
途
中
に
は
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
、

２
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と
⓼1
平
方

メ
ー
ト
ル
の
大
小
２
つ
の
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
雄
と
雌
の
鶴

の
つ
が
い
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら

れ
て
お
り
、
遠
く
か
ら
眺
め
る
と

橋
全
体
の
美
し
い
ア
ー
チ
と
相
ま

っ
て
、
つ
が
い
の
鶴
が
仲
睦
ま
じ

く
空
を
優
雅
に
舞
う
姿
に
見
え
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、鶴
の
舞
橋
の
背
に
は「
津

軽
富
士
」
と
呼
ば
れ
る
岩
木
山
が

そ
び
え
立
ち
、
津
軽
富
士
見
湖
の

湖
面
に
「
逆
さ
富
士
」
と
し
て
美

し
く
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
ゆ
る
や

か
な
ア
ー
チ
を
描
く
三
連
太
鼓
橋

は
、
巌
鬼
山
、
鳥
海
山
、
岩
木
山

の
三
峰
で
形
成
さ
れ
る
岩
木
山
を

模
し
て
お
り
、
天
候
が
悪
く
湖
面

に
岩
木
山
が
映
ら
な
い
日
で
も
、

湖
面
に
映
し
出
さ
れ
る
橋
の
影
を

岩
木
山
に
見
立
て
て
観
賞
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鶴
の
舞
橋
は
、

広
い
津
軽
富
士
見
湖
の
湖
上
に
周

辺
の
自
然
や
景
観
、産
物
と
の「
つ

な
が
り
」
を
持
つ
よ
う
に
、
緻
密

に
計
算
さ
れ
て
造
ら
れ
た
建
造
物

な
の
で
す
。

特
集
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鶴の舞橋が誕生するまで

●１

●２

　昭和63年、農林水産省では農業と農村の健全な発展を
図るため、地域資源を活用し、溜池などの水利施設の整
備を進める「農業水利施設高度利用事業」を創設しました。
　鶴の舞橋がかかる廻堰大溜池は、県内最大級の農業用
溜池であり、当時から豊かな生態系や美しい景観に恵ま
れていました。町では、平成元年に同事業（「県営つがる
富士見地区農業水利施設高度利用事業」として採択）を
導入し、廻堰大溜池を活用したまちづくりに取り組み、
大溜池周辺の施設や環境を整備しました。
　鶴の舞橋は事業の核として、平成３年から３年の工期
をかけて建設されました。総事業費は約２億6000万円。
県産の一等ヒバ材から、丸太3000本、板材3000枚を使
用しましたが、橋建設の基準に見合うこれだけのヒバを
確保するのには大変な苦労があったといいます。
　こうして、全長300メートルの日本一長い木造の三連
太鼓橋が鶴田町に誕生し、公募により橋の名前が「鶴の
舞橋」に決定。平成６年７月８日に開通しました。

①１本数10万円もする長さ10メートルほどのヒバ材を、棟梁たちがチ
ェーンソーで１本１本切っていました。「もし１センチ足りなくなった
らどうしよう」と気をもみながら、地道で過酷な作業が現場では行われ
ていました。②③建設途中の鶴の舞橋④⑤平成６年７月８日に行われた
開通式。小雨が降る中、招待者約700人が鶴の舞橋の開通を祝いました。

●３

●４ ●５

橋のデザインにも一工夫
　鶴の舞橋の手すりなどの木組みにはクロスのデザイン
が取り入れられています。和を思わせる格子ではなく、
クロスにすることで和洋折衷の雰囲気を醸し出し、海外
からの観光客にもなじみやすいようになっており、「国際
交流のまち」にふさわしいデザインになっています。
　橋の高欄には、ホタルをイメージした青い照明器具が
埋め込まれています。夜になるとライトアップされた優
雅な橋の姿が湖面に映し出されるようになっています。

知ってました？
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橋をまちづくりへつなぐ

全国木橋サミット開催 
△大学教授や木橋を管理する市町村の職員が、木橋を活用した地域活性化や保全策を話し合ったパネルディスカッション

　

８
月
24
日
（
木
）、
町
国
際
交
流

会
館
で
「
全
国
木
橋
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
７
ⓘⓝ
つ
る
た
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
地
域
資
源
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に
、

有
識
者
に
よ
る
木
橋
の
文
化
や
歴
史

に
関
す
る
基
調
講
演
や
、
木
橋
を
使

っ
た
地
域
活
性
化
や
保
全
策
を
考
え

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
日
本
大
学
理
工

学
部
の
関
文
夫
教
授
が
、「
鶴
の
舞

橋
は
広
い
空
、
ス
ケ
ー
ル
、
シ
ル
エ

ッ
ト
の
３
つ
が
そ
ろ
っ
た
美
し
い
橋

で
情
景
に
訴
え
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
広
い
空
の
中
に
三
連
太

鼓
橋
が
美
し
い
ア
ー
チ
を
な
し
て
い

ま
す
。
鶴
の
舞
橋
に
は
豊
か
な
空
間

と
多
彩
な
視
線
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
か
ら
橋
が
見

れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
風

景
が
多
様
化
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
鶴

の
舞
橋
を
高
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
鶴
の
舞
橋
の
点
検
な
ど
を
行
っ

て
い
る
秋
田
県
立
大
学
の
佐
々
木
貴

信
教
授
が
橋
の
維
持
管
理
の
問
題
に

つ
い
て
、「
全
国
に
橋
は
約
73
万
ほ

ど
あ
る
が
、
建
設
後
、
50
年
以
上
を

経
過
す
る
橋
の
割
合
は
10
年
後
に
は

44
％
に
急
増
す
る
こ
と
が
試
算
さ
れ

て
い
る
。
市
町
村
が
管
理
し
て
い
る

橋
は
全
体
の
７
割
を
占
め
、
市
町
村

の
経
済
的
負
担
も
極
め
て
大
き
く
な

る
」
と
言
及
。
そ
の
上
で
、「
木
材

の
耐
久
性
は
、
辺
材
に
比
べ
て
心
材

の
方
が
高
い
。
鶴
の
舞
橋
は
、
一
見

ボ
ロ
ボ
ロ
に
は
見
え
る
が
、
心
材
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
鶴

の
舞
橋
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

「
今
後
の
改
修
工
事
の
際
に
は
、
橋

桁
の
防
腐
対
策
や
床
板
の
交
換
を
可

能
に
す
る
構
造
の
検
討
、
水
仕
舞
い

な
ど
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
日
本
三
名
橋
の
一
つ
「
錦
帯
橋
」

が
あ
る
山
口
県
岩
国
市
職
員
の
蔵
重

隆
之
氏
は
橋
の
伝
承
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
。
蔵
重
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
の

時
代
、
錦
帯
橋
は
台
風
に
よ
り
流
失

し
、岩
国
の
市
民
は
再
建
に
向
け
て
、

熱
意
を
も
っ
て
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
時
代
が
進
む
と
、
橋
脚
の
形

式
変
更
に
よ
り
橋
の
管
理
の
手
間
が

要
ら
な
く
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
分
、

市
民
の
橋
へ
の
関
わ
り
が
希
薄
化

し
、
地
元
の
橋
へ
の
誇
り
が
な
く
な

っ
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で

岩
国
市
で
は
、
4⓼
年
ぶ
り
と
な
る
橋

の
大
規
模
改
修
を
行
い
、
再
び
市
民

の
地
元
の
橋
へ
の
興
味
や
思
い
を
呼

び
起
こ
さ
せ
ま
し
た
。
橋
の
架
け
替

え
以
外
に
も
、
橋
の
木
材
の
見
学
会

や
工
事
の
見
学
会
、
解
体
材
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
岩
国
市
民
の
み

な
ら
ず
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
、
観

光
客
が
増
加
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
当
町

で
も
、
優
美
な
鶴
の
舞
橋
の
姿
を
見

せ
続
け
て
い
く
た
め
に
、
そ
し
て
、

住
民
へ
地
元
の
橋
へ
の
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
最
善
の
策
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■木橋サミット2017 in つるた　講師・パネルディスカッション参加者
・金沢工業大学 工学部環境土木工学科 本田 秀行 教授（旧岩木町出身）  ・日本大学 理工学部土木工学科 関 文夫 教授（板柳町出身）　
・農林水産省 東北農政局津軽土地改良建設事務所 佐藤 勝彦 所長    ・秋田県立大学 木材高度加工研究所 佐々木 貴信 教授
・特定非営利活動法人 あおもりふるさと再生機構 船越 和幸 理事長  ・山口県岩国市 錦帯橋課 蔵重 隆之 氏
・福島県会津若松市 花と緑の課 物江 隆之 氏、花泉 大輔 氏  ・青森県鶴田町 建設整備課 成田 正利 氏 　
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　鶴の舞橋がかかる廻堰大溜池（津軽富士見湖）は日本
でも最大級の溜池です。廻堰大溜池の貯水量は1100万
トン（東京ドーム約９個分）で、大きさは280ha、深さ
は水が溜まっている所で６メートルあります。　
　広い水面は美しい景観を織りなすため、廻堰大溜池は
鶴の舞橋を引き立てる貴重な自然環境です。しかし、溜
池は自然の恵みだけではできないものです。最後の仕上
げには人間の努力が必要なのであり、それが堤防です。
廻堰大溜池は、貯水量が日本最大級で水面の面積が最大
規模であるだけではなく、日本一、人の努力がつぎ込ま
れた堤防を持っています。
　溜池は、農業用水を確保するために、なるべく多くの
水を溜めた方がよいものです。また、水が自然に流れる
ように上部に造らないといけません。廻堰大溜池は、周
辺の水田が溜池より下の方に広がっていて、すんなりと
水が流れていく絶妙な場所に造られています。
　鶴の舞橋と岩木山と溜池が織りなす景色はとても優雅
ですが、その中でも溜池は、昔からの人々の苦労の積み
重ねであり、現在管理をしている人たちの努力があって
のものです。素晴らしい技術があって廻堰大溜池は現在
まで残っています。今日では、鶴の舞橋を見るために日
本全国からたくさんの人が訪れています。これからも多
くの人のマンパワーをつぎ込んでもらいたいです。

  廻堰大溜池と鶴の舞橋

◁会場には、全国の木橋の
ミニチュア模型が展示され
ました。日本大学理工学部
の生徒が作成した鶴の舞橋
の模型も展示され、来場者
が橋の構造や仕組みに見入
っていました。

▷日本大学の関文夫教授に
よる基調講演。鶴の舞橋に
ついて、「こんなに広い空、
大きな溜池のスケールに呼
応した橋はありません。い
ろいろな場所から橋を眺め
られ、風景の構図までが計
算されています。空間の演
出が素晴らしい鶴の舞橋は
大いに自慢すべきです」と
コメント。

基調講演より

　津軽富士見湖には語り継がれる伝説があり
ます。今から約600年前、鶴田町を統治して
いた清水城の城主、間山之守忠勝は、隠里の娘・
白上姫と出会い、恋に落ちました。しかし、
忠勝は他の女性と結婚。姫は悲しみのあまり
大溜池に身を投げ、その遺恨は白龍となり、
忠勝を苦しめ続けたといいます。

廻堰大溜池（津軽富士見湖）

津軽富士見湖の龍神伝説

　廻堰大溜池は、岩木山を水源とする白狐沢
からの自然流水による貯水池であったものを、
万治３年（1660年）、弘前藩４代藩主信政が
新田開発のために堤防を築き、用水池にした
といわれています。
　大溜池の特徴として、堤防の延長が４．２キ
ロメートル、堤高約７メートルと他に例がな
く、特に堤防の長さは日本一で、県内では最
大の貯水湖として、周辺の農業にとって欠く
ことのできない重要な役割を果たしています。
また、湖面に津軽富士・岩木山を映すことから、

「津軽富士見湖」とも呼ばれています。
　四季折々さまざまな景色を見せる津軽富士
見湖は、平成22年には農林水産省の「ため池
百選」、平成27年には環境省の「生物多様性
保全上重要な里地里山」に選定されました。

  佐藤　勝彦  所長
　　農林水産省東北農政局津軽土地改良建設事務所

Pick Up
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橋をおもてなしでつなぐ

山下 さん・栗原 さん
「大人の休日倶楽部」を利用

　私たちはJR「大人の休日倶楽部」
を利用して、埼玉県から日帰りで鶴
の舞橋を見に来ました。昨年、吉永
小百合さんが出演したCMを見て、
「いつか必ず鶴の舞橋を見に行きた
い」と思っていたので、今回やっと
その願いが叶いました。鶴の舞橋ま
では駅前からタクシーを使って来ま
した。片道1000円で来れるので料金
もお得ですし、相談をすれば、帰り
の電車の時間に合わせて駅まで帰れ
るのでとても便利だと思います。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
大
人
の
休
日
倶

楽
部
」
で
、
女
優
の
吉
永
小
百
合

さ
ん
と
鶴
の
舞
橋
が
共
演
し
た
Ｃ

Ｍ
が
公
開
さ
れ
て
以
降
、
鶴
の
舞

橋
の
認
知
度
が
上
が
り
、
国
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
旅
行
ツ
ア
ー
の
企
画

に
組
み
込
ま
れ
、
連
日
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
こ
の
流
れ
を
町
の
観
光

振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
列
車
を

利
用
す
る
観
光
客
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
陸
奥
鶴

田
駅
前
か
ら
鶴
の
舞
橋
が
あ
る
富

士
見
湖
パ
ー
ク
間
を
期
間
限
定
で

片
道
１
０
０
０
円
で
タ
ク
シ
ー
が

運
行
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
観
光
協
会
と
協
力
し
、

駅
に
併
設
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

鶴の舞橋まで片道1000円で行くことができるタクシーが好評

△観光客の多くが、鶴の舞橋と津軽富士見湖の景色をカメラや
　携帯電話で撮影していきます。 ラ

ザ
を
利
用
し
て
観
光
案
内
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
鶴
の
舞
橋
を
は
じ

め
と
す
る
町
の
観
光
案
内
や
手
荷

物
の
預
か
り
、
鶴
の
舞
橋
を
活
用

し
た
お
土
産
品
の
販
売
を
行
う
な

ど
観
光
客
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
私
た
ち
町
民
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
持
つ
こ
と

で
す
。
観
光
客
と
会
っ
た
ら
、「
よ

う
こ
そ
鶴
田
町
に
来
て
く
れ
ま
し

た
」
と
歓
迎
の
気
持
ち
を
込
め
て

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

た
り
、
写
真
を
撮
っ
て
あ
げ
て
も

い
い
の
で
す
。
私
た
ち
が
観
光
客

の
皆
さ
ん
を
「
お
も
て
な
し
」
す

る
心
が
け
が
大
事
な
の
で
す
。

　
大人の休日倶楽部とは？

　JR 東日本および JR 北海道の運賃や料金が割引になるほか、
各種特典のサービスや、JR 東日本や JR 北海道のフリーエリ
アで広く自由に乗り降りできる会員限定の切符「大人の休日倶
楽部パス」を使用できます。JR 東日本全線・JR 北海道全線（新
幹線を含む）に加え、青い森鉄道線などの特急・急行・快速・
普通列車の普通車自由席および BRT（バス高速輸送システム）
が 5 日間乗り降り自由になります。
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観光ガイドが鶴の舞橋をおもてなし

25年 26年 27年 28年 29年

吉田 さん 親子

群馬県からお越しの

　今回、観光ガイドの方に鶴の舞
橋を案内してもらいました。私た
ちだけで橋を渡ると、ただ歩くだ
けになってしまいますが、ガイド
の方が橋や津軽富士見湖の歴史、
周辺の自然の特徴などを丁寧に解
説してくれるので、途中途中で立
ち止まって素晴らしい景色に見入
ってしまいます。聞いてみないと
分からないことばかりなので、大
変助かりました。鶴の舞橋は本当
に素晴らしい所ですね。松谷 さん 家族

青森市から遊びに来た

　鶴の舞橋の景色を見たく
て家族で来ました。人の手
でこれだけの長さの木の橋
が造られたのには驚きまし
た。木の橋なのに頑丈に造
られていてすごいですね。
津軽富士見湖も大きいです
し、橋と湖との景色がとて
も美しいですね。
　天気も良くて景色もいい
ですし、家族で気持ちよく
橋を歩けました。

【グラフ】鶴の舞橋を訪れる観光客数（平成25 ～ 29年）
　平成25年から平成27年までは、３万1000 〜 3000人ほどと横ばいの状態が続きました。女優の吉永小百合さんが共
演した「大人の休日倶楽部」のCMが放送された平成28年６月以降には観光客が増加し、観光客数は６万3361人と前年
比約２倍に達しました。今年に入ってからも観光客数は伸び続けており、８月末時点で前年を上回っています。

　町では、鶴の舞橋を訪れる観光客の増加に対応するため、７月から 11 月末まで鶴の舞橋観光ガイドを設け、
鶴の舞橋や津軽富士見湖、周辺の観光施設の案内を行っています。県内外から旅行ツアーで訪れる団体客や、「大
人の休日倶楽部」の期間を利用して訪れた方々など多くの観光客にガイドは好評です。

（写真左）鶴の舞橋のステージで津軽富士見湖に語られ
る伝説について観光客に解説するガイド（左）

（写真右）鶴の舞橋の概要を説明するガイド（左）

△鶴の舞橋の側にある募金箱にも多くの
観光客の皆さんが立ち寄ってくれます。25年 26年 27年 28年 29年
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50000
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70000
80000

３万1104人

６万5166人６万3361人

（平成）

※平成29年は８月31日現在のデータ

３万2762人 ３万3327人

（人）
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橋を新たな
可能性へつなぐ

１
２
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が

つ
く
る
鶴
の
舞
橋
の
魅
力

　
９
月
９
日
（
土
）、
富
士
見
湖
パ

ー
ク
で
、「
星
空
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鶴

の
舞
橋
や
周
辺
の
路
上
に
は
、

１
２
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
並

べ
ら
れ
、
夜
の
津
軽
富
士
見
湖
が

幻
想
的
な
空
間
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
年
目
を
迎
え
た
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
は
、「
鶴
田
町
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
町

民
が
集
ま
っ
た
「
つ
る
た
街
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
岡
詩
子
代
表
）」
が
企

画
。「
森
の
キ
ャ
ン
ド
ル
タ
イ
ム
」

と
テ
ー
マ
を
付
け
、
会
場
に
は
、

木
や
緑
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
装
飾
や

キ
ャ
ン
ド
ル
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
瓶

や
リ
ン
ゴ
の
木
箱
を
使
う
な
ど
キ

ャ
ン
ド
ル
の
入
れ
方
や
配
置
な
ど

細
部
に
も
工
夫
を
施
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
見
せ
方
を
演
出
。
隅
々
に
は

動
物
の
小
物
な
ど
も
置
か
れ
、
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
な
雰
囲
気
も
作
り
出

し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
県
内
外
の
作
家
に

よ
る
作
品
展
示
や
記
念
撮
影
コ
ー

ナ
ー
、
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
販
売
な
ど
飲
食
ブ
ー
ス

も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

県
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

生
演
奏
も
行
わ
れ
、
キ
ャ
ン
ド
ル

の
炎
に
包
ま
れ
た
空
間
に
響
き
渡

る
音
色
や
歌
声
に
訪
れ
た
観
客
が

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

岡
代
表
は
「
元
々
は
「
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
で
き
れ
い
に

な
っ
た
鶴
の
舞
橋
が
見
た
く
て
始

め
た
イ
ベ
ン
ト
。
津
軽
富
士
見
湖

は
空
が
広
い
の
で
星
が
き
れ
い
に

見
え
る
場
所
で
す
。
鶴
の
舞
橋
を

キ
ャ
ン
ド
ル
で
明
る
く
照
ら
し
、

地
上
の
星
（
キ
ャ
ン
ド
ル
）
と
空

の
星
の
両
方
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
か
っ
た
。
鶴
の
舞
橋
の
違
う
一

面
を
見
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
い
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
や
、
鶴
の
舞
橋
は
多
く
の
人

が
認
め
る
鶴
田
町
の
魅
力
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
魅
力
の
価
値
を
今

後
ま
す
ま
す
高
め
て
い
く
た
め
に

は
、
私
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
見
出
し
て
い
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
ど
う
す

れ
ば
こ
れ
か
ら
も
鶴
の
舞
橋
を
た

く
さ
ん
の
人
に
好
き
に
な
っ
て
も

ら
え
る
の
か
」。
鶴
の
舞
橋
を
新
た

な
可
能
性
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
発

想
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
手
で
鶴
の
舞
橋
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

吉田 さん 家族
弘前市から来た

　鶴の舞橋にたくさんキャ
ンドルが並べられていて雰
囲気が良く、いい活用をし
ていると思います。キャン
ドルの炎はみんな好きだと
思いますし、非現実的な感
じがすごくいいですね。
　子どもたちもキャンドル
のきれいな空間を見れて喜
んでいて良かったです。

△会場ではアーティストによるライブも開催

△鶴の舞橋に並べられたキャンドルの炎が幻想的な空間を創り出していました。
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成田 ことり さん
鶴田小学校６年

　1500年前も昔に考えられ
た橋の技術が、今でもこう
やって現代の橋に活かされ
続けているのがすごいと思
いました。そんなに重くな
い木材でもこのような頑丈
な橋ができるのは、レオナ
ルド・ダ・ヴィンチさんは
すごい技術を発見したんだ
なと感心しました。

橋を次世代へつなぐ

　
木
橋
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
鶴
田
小

学
校
の
６
年
生
60
人
を
招
い
て
木

橋
造
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
は
、
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す

る
芸
術
家
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
が
考
案
し
た
橋
の
造
り

方
を
学
ぶ
と
い
う
も
の
。
児
童
た

ち
は
１・８
メ
ー
ト
ル
の
棒
状
の
木

材
を
縦
横
に
重
ね
、
そ
の
間
に
木

材
を
挟
み
込
む
と
い
う
手
順
を
５

回
ほ
ど
繰
り
返
し
て
い
き
、
ア
ー

チ
状
の
木
橋
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

完
成
後
は
、
児
童
が
出
来
上
が
っ

た
木
橋
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
し
て
、

頑
丈
さ
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
日
本
大
学
理
工
学
部
の

関
文
夫
教
授
は
「
大
き
な
橋
は
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ

せ
て
細
か
い
材
料
を
つ
な
げ
て
造

ら
れ
る
も
の
で
す
」
と
講
評
。
児

童
た
ち
は
、
木
橋
が
出
来
上
が
る

ま
で
の
工
程
や
仕
組
み
を
体
感
し

た
こ
と
で
、
木
橋
へ
の
興
味
や
関

心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　
金
沢
工
業
大
学
工
学
部
の
本
田

秀
行
教
授
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
地

元
の
橋
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
大
事
で
す
」

と
話
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
本
田
教
授
は
「
子
ど
も
た
ち

が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
親
や
友

木
橋
造
り
で
育
ま
れ
る

　
子
ど
も
た
ち
の「
愛
橋
精
神
」

△組み立てた木材が崩れないように慎重に持ち上げる児童

人
な
ど
周
り
の
人
に
、「
自
分
た
ち

で
橋
を
作
っ
た
」
と
い
う
話
を
す

る
こ
と
で
、『
私
た
ち
が
造
っ
た
橋

な
ん
だ
』『
自
分
た
ち
が
橋
を
守
っ

て
い
こ
う
』
と
い
う
気
持
ち
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
輪
が

だ
ん
だ
ん
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と

で
、
次
の
世
代
に
地
元
の
橋
が
引

き
継
が
れ
る
流
れ
が
で
き
て
い
き

ま
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
私
は
、
橋
に
愛
着
を

持
つ
『
愛
橋
精
神
』
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
確

か
に
木
や
鉄
な
ど
の
材
料
で
橋
を

造
っ
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
が
、

『
私
た
ち
が
橋
を
守
っ
て
い
こ
う
』

と
い
う
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
精
神
を
育
ん

で
い
か
な
い
と
、
将
来
、
鶴
の
舞

橋
が
残
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。『
私
た
ち
の
町
で
私
た
ち
の
橋

を
造
っ
た
』
と
い
う
こ
と
が
大
事

な
の
で
す
。
鶴
田
町
の
皆
さ
ん
に

は
愛
橋
精
神
を
養
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
将

来
も
ず
っ
と
鶴
の
舞
橋
が
残
り
続

け
て
い
き
ま
す
。
木
橋
の
建
設
は
、

木
を
た
だ
使
え
ば
い
い
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
含
め
た
文
化
事
業
な
の

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

△完成させた木橋（手前）と、木橋を造った記念にプレゼントされたミニチュアの橋のプラモデルを持つ児童たち


